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「海洋島」は東京都小笠原水産セ
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小笠原のモクズガニは固有種か？ 
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名の由来ともなっているふさふ

ニの大きな特徴の１つですが、ふ

の毛がハサミの周りをぐるっと

、これまでの調査では、父島のも

のには、このように毛が生えている個体は確認されて

おらず、どんなに大きな雄でもハサミの下面では、毛

がつながっていません（写真 2）。また、最近の東京海

洋大学の研究によると、小笠原のモクズガニは本州や

沖縄のものと比べ、遺伝的に大きく異なることが明ら

かにされています（平成 15 年日本甲殻類学会発表）。

これらの違いは小笠原のモクズガニが小笠原の固有

種である可能性を示しています。 

現在、小笠原の川や磯に生息する生物の多くは、本

州や沖縄の共通種であるとされていますが、今後調

査・研究が進むことで、モクズガニのように固有種であ

る可能性も出てきます。これらの生物は、小笠原の世

界遺産への登録やエコツーリズムを推進していく上で、

非常に貴重な資源となりうるものだと思われます。 

 

写真２ 雄のモクズガニ(甲幅 10cm) 

 

*1 島の誕生以来一度も大陸とつながったことのない

島のこと。これに対し過去に大陸と陸続きだったことの

ある島は大陸島などと呼ばれます。 

*2 ふ化から繁殖までの生活史のうち、ある段階で淡水

域と海水域を行き来すること。例）サケ、ウナギ等 

 


